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1　学習展開の 基本的な考 え方

　今回の指導要領では ，従来 2 ，4 、5 ，6年

で扱われていた永溶液に閣する教税が，精選集

約の 名の もとに 5年と 6年で だけ扱われるこ と

になっ た。まず，今回馼 り上げる 5年 1
’
物の溶

け方 」 の学習展開における問題点 と ， 授業にあ

た っ ての基本的な考え方を次に示す。

・1）　水溶液に関する既習経鬘轂こつ いて

　ノ1・学校理科で水溶液を本格的に扱 うの はこの

単元が最初である 。 そのため ，導入におい て ，

物が水に溶ける現象をじっ くり観察させ，観察

に基づい て水溶液の 基礎的な概念を導 く必要が

ある。そこで 指導要領で は削除された 「拡散 」

現象につ い てもて いねい に扱 うように したい
。

2＞ 科学的な見方や 考え方の宣成につ い て

　擁 要領は，この単元の 目標につ い て 「物の

溶け方
……を量的変化に 目を向けなが ら調べ 。

　 ・
物 の変化の規則性につ い ての見方や考え方

を養 う」 と述べて い るが， （その 1 ）でも指摘

したよ うに．プ ロ セ ス ・ス キル につ い ては まっ

た く触れて い ない 。

　しか しながら，本単元にお い て ，こ うした科

学的な見方や考え方の育成に重要な役割を果た

すと考えちれるのは ，計量的測定とそれを支え

るい くつ かのプ ロ セ ス ・ス キル （データ表やグ

ラフ の 作成，グラフ を利用した予灘や推論 ，そ

れ を検証するための 測定や比較観察など〉であ

り，また ，可逆的眉考や
一
般化の ような自然科

学の 原理 ・法則の 利用や設定に役立つ 慫考方式

で あることに留意ずる必要があ る。

3） プ ロ セ ス ・ス キル の学翌墜層につ い て

　2＞で述べ た計量的測定やそれに基づ く予測や

推論などのプロ セ ス ・スキル に は ，この単元で

初め て学習するもの も多い 。学習階層の基盤 を

作るためにも，この単元で はそれちの 習得に つ

1，・tlてかな り教師の
‘
脂導

”

が必要で あろう。そ

こで e この単元 を最初か ら問題解決学習として

扱 うの ではなく，段階を追 っ て児童の 自主牲に

ゆだねてい くように したい 。

2　学習展開の概要

1．拡散の 観察と水溶液概念の 導込

（1＞コーヒーシ ュ ガ
ー

の拡散の 観察

。紙袋に入れた コ ー一一　it　一シ ュ ガーが ，ビーカー

の 水に溶けるようす を観察させ，次の こ とに

気づかせる。

　 。 もやもや した ものが紙袋か ら出て ，ビーカ

　　ーの 底にたまり，黄色の透明な層がで きる。

　 ・ コーヒーシ ュ ガー
の 形は見えない の に ，そ

　　の 色や甘みは残 っ てい る。

　 ・・ 底にたまっ た黄色の液は ，その 一L一に ある水

　　よ り箪い よ うだ。 （
一・次の 2．につ ながる）

　 ・ 底にたまっ た黄色醤夜はかきまぜなくて も

　　全体に広がり，何日も置いてお くとビーカ

　　ーの水全体力簿 い 黄色の液になる。

（2）水溶液の 概念の 導入

・ 食塩水を作 っ て コ
ーヒーシ ュ ガー水と比較さ

せ ，次の ような水溶液と して の共通点を導 く。

　 ・ 溶か した物の もとの形や粒は見えない
．

　 ・ で きた水溶液はすきとお っ て い る e

　 ・ 溶か した物は 水全体に広が っ てお り， その

　　どこを調べ ても溶か した物の性質 くmp 色

　　など）が残 っ てい る。

　 ・ 溶かした物は ，長い時間がた っ て も水と分

　　かれて出て くるこ とはない 。

2．水溶液の 重さの 測定
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「
．
i本埋科教育学会

。 ここで は食塩や ミ ョ ウバ ン を素材に ，

「測定 」

　によっ て水溶液が もとの水より垂い ことを確

　かめ ．さちに水溶液と溶か した物お よび水の

　重さの関係に つ い て調べ る。
・ この単元での 最初の測定であ るか ら，測定の

　方法 ・手順に つ い てはプ リン トを与 え．その

　内容や意義を十分考えさせながら進め る 。

3　
“
溶けきる量

”
と水の温度

　（1＞食塩 とミョ ウバ ン の
“
溶けきる量

”

　
・ 「食塩や ミ ョ ウバ ンは s い くらで も水 に溶け

　 るのだろうか 。 溶けきる量に限度があるとす

　 れば何 g ぐらい だろ うか ］ とい う課題を導く。

　
。 実験で使う永道水の 温度に つ い ての話 し合い

　 から ， ここではまず水温を調べ てか ち測定に

　 入 り，こ の あとの 学習で溶 けきる量が水の 温

　度によ っ て違 うかど うかを調べ るこ とにする 。

。 測定の 進め方に つ い て は．話 し合いの 中でヒ

　 ン トを与えなが ら確認させる。溶けにくくな

　 っ た ち溶かす量 を減らすことなどを説明して

　お けば 実験は児童の主体性にゆだねて もよ

　 い で あろ う。

（2＞ミ ョ ウバ ン の溶けきる量の水温による違い

・ 「水温を上げると溶けきる量は どの ように変

　化するだろ う」 とい う課題につ い て，経験を

　もとに十分話し合い をさせ ， 温度が上がるほ

　ど溶け きる量は多 くなるだろ うとか ，その増

　え方は食塩 と違 うか も知れない とい っ た考え

　を引き出す。また，水温が高い ほ ど溶けきる

　量が多い とすれ ば ，高い水温で溶かすだけ溶

　か した水溶液を冷や したとき，溶けて い た物

　がどうなる斜 こつ い て も考えさせ る。

  水温を上げる場 合の溶けきる量の 変化
。 測定の 進め方につ い ては ， はか り取 っ てお い

た ミ ョ ウバ ンをを少 しずつ 溶か して い き，20
℃ ，40℃ ，6 ℃の各永温で溶けきる量を．残

　っ た ミ ョ ウバ ンの重さをはか っ て計算させる。

その 方法につ いて説明 したあと，実際の手順
などはグル ープ で決め るようにさせ る。

・ 測定結果につ い ては ，上記 3．の （1）の 常温で

測定した結果も含め ，各水温で溶け きる量 を

計算 して表に まとめ る。次に その表 をもとに ，

　（その 1）の図H の ようなグラ フ を作成さ

せる 。 この グラフをOHP で提示 し， 「ミ ョ

　　ウバ ン の 溶けきる量 と水温の関係に つ い て ，

　　どんなことがわかるか 」話 し合い をさせる．
  水温を下げる場合の溶けきる量の変化

　
・ 上記で使っ た槻 容液力聆 えると，

「白い物 」

　　が出て くることを観察させ ，十分冷えてか ら

　　その水温を測定させる（12℃であっ たとする）。

　　
「この 部 物 は何か ． なぜ 白い物力覡 れたの

　 か 」 に：つ いて話 し合い ，この 白し珥勿力聾容けき

　れずに出て きたミ ョ ウバ ン であるこ とを推論

　 させる（可逆的思考〉、

・ （その 1 ｝の 図1−1 の グラフをもとに ，水温

　 12℃で溶け きる量を予測させ，その 予測か ら

　 どれ ぐらい の ミ ョ ウバ ンが溶けきれずに出て

　 くるかを推論させる。
。 こうした予測や推論の 黼 ま，測定や観察を

　通 して確かめ る（検証する）必要があるこ とを

　知 らせ 、うかの 方法で検誼実験を行 う。
（3＞ 食塩の 溶けきる墨の水温による違い

。 水温を上げた り下げた りしたとき，食塩の 溶

　けきる最は ミョ ウバ ン とどの ように違 うか を

　調べ る。

。 ここ までの学習経験をもとに，この 学習では

　すべ ての基本的な判断や考察 を各グループの

　決定にゆだね ，与えちれた課題に関ずる一
種

　の癢腱 辮 決学習を行 う。

4．単元の まとめ

。 上記L の （2＞で述べ た 「水溶液の概念 」につ

　い て まとめ るとともに、2．と3．の学習をもと

　に 「物の溶け方 」 につ い て
一
般化をはか り，

次の よ うな考えに導 く。

　
e ミ ョ ウバ ンや食塩以タk7）物で も，水温 によ

　　る溶けきる量継それぞれ違うと考えちれる．

　
・ 高温の水に溶けきるだけ物を溶か した水溶

　 液を冷やすと，溶か した物の
一
音隰 溶けき

　 れずに水溶液中に現れる。

　
t° 厂水溶液の 重さ＝水の重 さ＋溶か した物の

　 重 さ」 の 関係が い っ も成 り立つ 。
・ 溶けきれずに出てきた物が溶か した物と同

　 じであるこ とか ら，水溶液には溶か した物

　 が全体に広が っ て い る と考えられ る。

　今回の発表では ，上詑の ような学習展開で行
っ た授業の結果に つ い て報告する予定で ある。
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